
小嶋祥三 ･雨空純治1)

詔F<ヲ汎 とくにニホンザルの祝詑 ･聴党に関する閥伯

測定は･を開発し.昭和48年皮までに,少なくとも祝光に

mしては.比視感皮曲紬.肱光に関しては.m放散特化

曲緑の進出アークを収班する｡

2)学習行動と切Wr脳2).

三伏靖子 ･iR野俊夫 ･披辺允子

小嶋祥三

I. 瞬間的に員示される光刺激に対する反応J7.hJmを指
標として.脳梁の反応決定に果す役割を検討する｡

2.同時に並行する2種類の強化スケジュール.ある

いは Chah のスケジュールを,各々独立な2半球

に与え,行動統制に働く両半球の稔能を分析する｡

3)計時行動と計数行動

iR 野 俊 夫

1. DRLL スケジュールによるニホンザルの time

estimationの尺皮稲城｡

2. FRスケジュールと2レバー alternationtech-

niqueを伐って臼分の反応故をどれだけ正椛に計X/i
山来るかを調べる｡

4)弁別行動

波 辺 允 子

マッチング反応のメカニズムを動因.刺激変化 (汎化

刺激･一過性の刺激),脳択倍の操作により変化させ,

反応時間間隔.反応率を指標として分析する｡

5)脳の電気刺激,破壊と行動

小 嶋 祥 三

1. 脳各部位の強化性の検討｡

2. 脳内刺激により誘発される行動と強化性の関係の

検討｡

3.脳内刺激を強化省とした学習行動の検討｡

4. 脳の故地と動扱づけ･学習行動0

6)脳内刺激による祉全行動の変容

宝伏杓子 ･雨空純治 ･小嶋祥三

主として個体問距離を指按として.小数群および個体

問関係を記述 するための研究が基礎的段階 を終えたの

で,今年度は,脳内刺激による個体行動の変容を変数と

して振作し,今までの研究結果に検討を加える｡

研究党友 (1971年4月～1972年3月)

翰 文

1)シロネズミにおける脳内強化遅延の弁別学習に及ぼ

す効果｡

小嶋祥三 ･田中道子 ･山中祥9]

1)文部技官

2)本書良治 (京大 ･文)との共同研究

〔動物心P;1.I-t芦年‡胤 20:97-108.(1971)〕

学 会 発 表

1)ニホンザルのポール引き行動におけるク■イナミック

ス

は野伐夫･鈴木延大

口木動物心現学会耶31同大会 (1971)

2)ニホンザルの行動力の&1J定 (朋 虫での行動力と鎌田

内での行動力との関連について)

鈴木延夫 ･71R野俊夫

日本動物心理学会節31回大会 (1971)

3)ニホンザルのオペラント弁別一予備試験

小川 隆 ･河嶋 孝 ･浅野俊夫

r]木動物心理学会第31回大会 (1971)

4)シロネズミのm脳内qIIJ印破壊の行動に及ぼす効果

小 嶋 祥 三

n水心TLI.学会卯35回大会 (1971)

5)ニホンザルにおけるタ加火図形の弁別行動と側頭某損

LrTJ

渡 辺 允 手

口水心別学全卵35回大会 (1971)

6)ニホンザルの雛帖弁別学田におけるフI)-オペラン

ト耶態とディスクTJ- ト･トライアル耶倍の比較

i滋 野 俊 夫

口本心理学全卵35回大会 (1971)

7)チンパンジーによる印屋の照明の点滅行動

践野俊夫 ･熊崎桁AEJ

節16回プ1)マーテス研究会 (1972)

社会研究部門

川村俊蔵 ･河合雅雄

東 滋 ･鈴木 晃

研 究 概 要

1)ニホンザルの分布論的研究

川村俊蔵 ･充溢 ･足沢貞成1)

昨年にひき続きニホザルのポピュレーションを調べ生

態学的分布論としての考察を行なった｡対象地区は下北

及び滋賀,兵鼠 三三五,.福井の4県であり,4県につい

てははぼ分布図を完成した｡

2)下北半島ニホンザル生息地における除叩剤による環

境汚染の影弓削こついての生態学的研究

川村俊戒 ･双滋 ･鈴木兄 ･三戸揃代2'･足沢n成

昨年にひき続き上記の研究を行なった机 木研究は代

来者,分Lrl.者19名にL:千の研究州助nを伴う大かかりな

もので,ニホンザルを巾心に柄物 ･動物の各市門宏が岱

1))7(抑大学忘良知研究JTr研把n

2)文部技巧
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ってm丑を行ない,採集された百科について化学分析が

行なわれた｡

3)臼然保誰に関する作業

川村俊瑞 ･河介雅雄.･光 滋

鈴木 晃 ･三戸梅代 ･足沢貞成

1. 昨年にひき続きIBp-CTSの班員として森林

内大型鵬乳類の調査を行ない,保護理論 ･保-&対策

を考炎した｡対象地区は下北 ･大台ケ原山｡

2.DI一総スカイライン,鈴鹿有料道路.大杉谷ダム計

画などに対し,それぞれ反対運動を展開するととも

に,それぞれについてニホンザルを中心とする調査

活動を行なった｡また福井郡音梅の投書地でのサル

の保存に閑し,調衣とプラン作成を行なった｡

4)E3林業に影響を及ぼす野生猷籾の管理に関する研究

川村俊拭･恥滋 ･和泉 剛3)

四手井綱英を代裂省とする上記研究において,.=ホン

ザル,タヌキの生態研究を行ない,戯林業との関係及び

生態学的管刑ガはの皿先を行なった｡

5)ニホンザルの迫伝学的研究

川 村 俊 磁

野沢言及を代衣とする上記研究において.1=ホンザルの

地域ポピュレーションのありかたを究明した｡

6)温良班とくにニホンザル伝達級構の総合的研究

川 村 俊 克長

江脚 召番を代-知者とする上記研究において,ニホンザ

ルの伝達行動における個体差および偶休性の追究を行な

った｡

7)tlJi外調光のまとめ

河介m=:排 ･如 滋 ･鈴木 妃

安藤 滋4)･林勝 治5)･水野榔よ8I

JITl和45年LF]b5外調査賃 (科学研究班)の交付を受け.

｢如アフリカにおける森林性盟長類のテレメトリ法を中

心とした出態学的研究｣のテーマでウガンダとタンザニ

アで調光を行なった｡対象としたサルは,CoEobusab-

vsL'nilTLS.C.Eadl'us;CeTlC09iEhecusascam'us,C.miEis,

C.actIJJ'oj･tLS.C.I/LOeSLi;Cercocebusalbigena;Pan

Lr5･grOdiLcS;PLIPl'odoguelaであった｡

8)テレメトリによる位把及び行動丘の測定

河 合 雅 排

-1LFにひき続きIBP-PTに参加し,テレメト1)に

よるjJ-はのB円発と枚討を行なった｡

9)ニホンザル研究林の基礎調査及びは街

川村授戒 ･河合雅雄 ･宋滋 ･鈴木晃

3))7く都大学aZ長城研究所研修員

4)愛知爪立大学

5)ロホモンキーセンター

8))-六大rll･.学部大学院学生

昨年にひき続き,今後安定したニホンザルの野外研究

地を確保するため,候補地選定のための調査を行ない,

尾久氏 ･南勢 ･木FEt･下北の4侯補地を選んだ｡またそ

れに拭き林野庁との技術を行なった｡

10)詔良類の社会生態学 ･社会性 ･社会機構が種の生存

に対してもつ意味の評価と.進化史的位紀づけ

束 滋

ll)万古等霊長類の袋田の維持稔構とその進化の諸問題

鈴 木 晃

12)ニホンザルにおけるあそびの社会学的研究

三 戸 梅 代

あそぴの種類の分類と丘的分析をすすめ,年令,帆

血縁関係などとの関連において,あそぴのもつ社会的蕊

吹,枚能について検討を行なっている｡研究は主として

串良の群れを対象にして行なっている｡

13)タイワンザルの activityと postureの分析

三 戸 梅 代

研究雅夫 (1971年4月～1972年3月)

論 文

l)動物杜会におけるコンフリクト｡堪誠と紛{Jr

川 村 授 戒

〔年報社会心理学,12:38-50(1971)〕

2)音弼地区野生ザル生息状況調査苔

川 村 授 戒

⊂福井県,14,(1971)〕

3)森林とサル- S_長城の進化における生態学的アプ

ローチ-

河 合 雅 雄

⊂季刊人狐学.3(1):3-50(1972)〕

4)種子島でおこったこホンザル地域個体群の絶滅例に
ついて

充 溢

〔陸上生態系における動物群班の調査と自然保誠の

研究.加藤陸奥雄綱,(1972)⊃

5)ヤクシマニホンザル調査報告

〔同 上,(書場と共著)〕

6)リュウキュウイノシシのふわけ法による個体群構造

の予備的解析

束 滋

〔陸上動物群尖の個休数,現存昆および生産力&11定

法の研究,森下正明揃 (1971)(土肥と共著)〕

7)Requiem forachimp･

A.SuzukiandT.Suzuki

〔Afn'cana,4(7):23(1971)〕

8)Ontlleproblemsofconservation oithecbim-

panzeesinEastAfricaandoithepreservation

oftheirenvironment.
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AkiraSuzuki

lPT･1'matcs.12(3-4):415-418(1971)]

学 会 発 表

1)ThepresentsituationoII.lpanCSCrnOnkcys;n

theirnaturalhabitat.

SyunzoKawamura

TheICLAAsianPacificMeetingonLaboratory

Animals(1971)

2)オナガザル科数種の行動域について

水野昭窓 ･河合雅雄 ･安藤 滋

日本生態学会節19回大会 (1972)

3)ウガンダの森林性サル類のテレメ トリによるアクテ

ィビティの測定

河合雅雄 ･安藤 滋 ･水野昭恋

日本生態学会節19回大会 (1972)

4)テレメ トリによる森林性正長輔の生態学的研究

河合雅雄 ･水野昭忍 ･安硝 滋

卯25回El本人籾学会円木民族学仝迎合仝 (1971)

5)正長XTiのあそぴについて

的 木 見

E]木劫物心TR学会シンポジウム (1971)

6)チンパンジーの群問関係に関する問題点

鈴 木 晃

節15回プリマーチス研究会 (1971)

7)ニホンザルコドモの社会関係と遊びについて

三 戸 松 代

第25回日本人類学全日本民族学会適合大会 (1971)

変異研究部門

野沢 謙 ･江原昭斗

和 田一雄 ･四郎即適

正武孝義

研 究 概 要

1)サルの群れの;史伝学的柄造に関する理謝(]研究

野沢 冨校･庄武孝衣

ニホンザルにはその社会構造の単位として群れの存在

が確認されている｡群れの退伝学的有効サイズ,群れの

mの移出入率などは,ニホンザル集団の遺伝学的構造と

動態を支配する茄要なパラメーターである｡従来から苗

i-i･しているニホンザル の社会,生態学的知見 を利mし

て,これらパラメーターを定見的に明らかにしようとす

るものである｡

2)㌫長Xfiの免疫学的,生化学的泊伝変異の検索

野沢 純 ･正式孝苑

迫IL･的多型現象のTl7Eを明らかにし.その琉皮分布を

もとにして,サルの災田の杓並と動態を統計学的に解明

せんとするもので,現花は血液ZilJ.と血液窮白の退伝変異

を明らかにすべく材料の収餌と検索を行なっている.

3)家市化現象のttS岡迫伝学的研究

野沢 謙 ･庄武草花

IJ･:米謂文系とそれらの野生原種の迫伝学的野外調査,

および次苗と野生耶和の退伝的交流に関する調査によっ

て流gP.ln家畜の起臥 抑流をnJ)らかにすると共に,宏巧

化現象そのものの宍倍を耶明すべ く研究が続行されてい

る｡

4)霊長籾iJ3田中の氾伝的flT.:ilこ関する研究

nI武 孝 衣

笠長和袋田中の退任的fl不才を排出することによってイ

ンセス トと袋田の維持穐手持との関係をin求 しようとする

ものである｡

5)霊長類各分類郡の所冊謂形17の形態学的研究

W. 原 耶 -;q'1

46年皮は,主として各分類珊瑚冊の Ⅹ一射 管につい

て,顎骨の先述皮 (Prognathieと Subgnathic) を調

べた｡現花諏冊の形僧とJl活梯煙,柑 こiW'f･.との間逆を

分析中｡

6)忠良瑚各分相即の Manipulationの研光

ir:lJTtm '.tr･.(.

詔広郷各分類群の-7･･の形 ･桐山は.そのLl:.fLTif,浪式を反

映して独特の適応型を示す｡木研究は.叩なる人rr.】工学

的な分析でなく.サルの状況と班mバターンを祝賀'i･分

翻し.現在大きく8バターンに分けて挽rg;巾である｡祉

全部門 ･河介と共同研兜で.すでに4647:皮共同利m研究

会では発表すみだれ さらに分析を進めて近く発表の予

定｡

7)ニホンザルの出凪 形悠学的変只に関する研究

和 川 一 排

志田関原を中心にして下北半出.自神山地など枇つ地

･Tifのニホンザルの生活と形Llの変只を調光している｡1爪

'=･地･Tほのニホンザルのそれと比較して,ニホンザルゐ変

異性,適応比の特赦をとらえ,さらには,ニホンザルの

起源の問題にアプローチすることを日掛 こしている｡

8)インド搾.紋別;言の址-.li!i･形班学的変Jr'e-に関する研究

科llTt 一 雄
マカカ屈の系統 ･迎化を研究するステップとして,イ

ンド北西印 ･デカン苅田でアカゲザルを中心にその変異

を生態 ･形態の両面から調査する｡

9)ニホンザル自然群におけ■る個体の行動の研究

西 部 顕 連

立として餌さづけされたニホンザル自然群を対象とし

て,個休の行動の分類および各単位行動と性,年令,社

会的条件.季節等との閑適を質的および盈的にみること

から,霊長矧 こおける行動の変異t1...発達.個休性など

の問題にアプローチしている｡
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